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＊日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡０８０－３１３４－０６１８ 

北野のり子の活動をお知らせ 

しています。 

議 会 

報 告 
奨学資金の新規貸付廃止 （２０２３年４月１日から施行） 

６
月
議
会
、
長
き
に
渡
り
行
っ
て
き

た
市
独
自
の
奨
学
資
金
事
業
を
利
用
者

の
減
少
、
必
要
性
の
低
下
を
理
由
に
廃

止
す
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
左
記
の
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。 

 

日
本
の
学
費
は
世
界
的
に
見
て
非
常

に
高
く
、
授
業
料
だ
け
で
国
立
大
学
で

も
年
間
５４
万
円
、
私
立
大
学
に
な
る
と

平
均
で
９３
万
円
で
す
。
多
く
の
学
生
が

ア
ル
バ
イ
ト
や
奨
学
金
頼
み
で
家
族
に

頼
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
で
す
。 

今
年
度
よ
り
市
は
、
「川
西
市
大
学
等

進
学
支
援
金
制
度
」を
創
設
し
、
市
独
自

で
採
用
区
分
を
拡
充
し
て
い
る
点
は
、

評
価
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
、
他
の
先

進
国
に
な
い
入
学
金
制
度
、
公
立
大
学

で
２８
万
円
、
私
立
大
学
で
平
均
２５
万

円
の
負
担
が
進
学
の
足
か
せ
に
な
っ
て

い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
度
、
川
西
市
奨
学
生
募

集
人
数
、
２０
人
に
対
し
利
用
学
生
が
５

人
あ
り
、
ニ
ー
ズ
が
な
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。 

 

市
は
、
利
用
者
の
減
少
や
必
要
性
の
低

下
の
要
因
を
国
の
制
度
と
の
関
係
が
背

景
に
あ
る
と
分
析
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
授
業
料
等
減
免
給
付
金
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
は 

 
 

住
民
非
課
税
世
帯
と
そ
れ
に
準
ず 

 

る
世
帯
が
対
象
で
成
績
基
準
が
ク

リ
ア
し
た
学
生
が
学
校
推
薦
で
選

ば
れ
る
と
要
件
が
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
情
を

考
慮
せ
ず
成
績
を
理
由
に
支
援
を

打
ち
切
り
問
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
家
計
や
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
が
減
っ
た
学
生
へ
の
１
０

万
円
の
学
び
を
継
続
す
る
た
め
の
緊
急

給
付
金
は
、
修
学
支
援
制
度
の
利
用
学

生
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
賄
っ
て
い

る
学
生
な
ど
対
象
は
限
ら
れ
使
い
に
く

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

も
っ
と
も
利
用
者
が
多
い
「
日
本
学
生
支

援
機
構
」
の
奨
学
金
は
、
多
く
の
学
生
が

貸
与
型
有
利
子
を
利
用
し
て
い
る
た
め
利

子
を
含
め
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
滞
納
す
る
と
「
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ

る
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
、
一
括

返
還
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
滞
納
が
続

く
と
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
市
の
奨

学
金
は
、
滞
納
し
た
場
合
の
延
滞
金
は

な
く
、
個
別
相
談
に
も
応
じ
、
福
祉
的

な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
新
規
の
募
集
は
終
わ
り
、

川
西
市
奨
学
資
金
条
例
廃
止
が
２
０
２

３
年
４
月
１
日
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
、
そ
の
家
族

が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
第
一
に
考
え
、

段
階
を
踏
む
な
ど
拙
速
に
進
め
な
い
こ
と

を
求
め
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ば
れ
る
等
、
要
件
が
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
情
を
考
慮

せ
ず
成
績
を
理
由
に
支
援
を
打
ち
切
る

事
例
が
あ
り
問
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
家
計
や
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
が
減
っ
た
学
生
へ
の
１０
万

円
の
学
び
を
継
続
す
る
た
め
の
緊
急
給

付
金
は
、
修
学
支
援
制
度
の
利
用
学
生

と
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
賄
っ
て
い
る

学
生
等
対
象
は
限
ら
れ
、
使
い
に
く
い

実
態
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
利
用
者

が
多
い
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」
の
奨
学

金
は
、
多
く
の
学
生
が
貸
与
型
有
利
子

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
利
子
を
含
め

返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滞
納

す
る
と
「
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
る
、
ブ
ラ

ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
、
一
括
返
還
が
求

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
裁

判
所
に
訴
え
ら
れ
る
」な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
市
の
奨
学
金

は
、
滞
納
し
た
場
合
の
延
滞
金
は
な
く
、

個
別
相
談
に
も
応
じ
、
福
祉
的
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
新
規
募
集
は
終
わ
り
、
川

西
市
奨
学
資
金
条
例
廃
止
が
２
０
２
３

年
４
月
１
日
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
、
そ
の

家
族
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
第
一
に

考
え
、
段
階
を
踏
む
な
ど
拙
速
に
進
め

な
い
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

－川西市大学等進学支援金給付制度－ 

学習能力を有するにも関わらず、経済的な理由に

より大学などへの進学を断念することのないよう、進

学支援金の給付を行っています。 

〇対象者 

１．高等教育の修学支援新制度を申請し第 2区

分又は第 3区分で採用され入学金の減免が適高

等教育の修学支援新制度を適用されるかた 

２．令和 4年 4月に高等教育の修学支援新制度

の対象となっている大学などに入学されたかた 

３．入学時において保護者が市内に住所を有して

おり、学資に乏しいかた（大学などの夜間において

授業を行う学部に入学したかたについては、本人

のみが市内に住所を有する場合を含みます。） 

４．大学などが実施する他の減免などの制度によ

り入学金の全額免除を受けていないかた 

〇対象学校 

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校 

〇受付期間 

Ｒ４年７月１日～２９日（９：００～１７：００）土日祝

除く・郵送可） 

※市ＨＰより・詳細参照 

あなたの国は子育てしやすい国ですか？ ６１％ 
９７％ 子育てしやすい（スウェーデン） そうは思わない（日本） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年７月 発行 Ｎｏ．６４号 ＊ブログ：北野のり子 検索           ＊議員団ホームページ：共産党川西 検索 

川西市総合医療センター開院 分娩料引き上げ（２０２２年９月１日から施行） 

平均分娩料４３万１７０円→５１万４８０円 約８万円引き上げ 

 
６
月
議
会
（
川
西
市
病
院
事
業
の
使

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
川
西
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を

開
院
す
る
こ
と
に
伴
い
２
０
２
２
年
９

月
か
ら
の
分
娩
料
の
改
定
に
よ
り
出
産

に
係
る
費
用
が
増
額
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

６
月
１５
日
の
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
に
６
日
間
入
院
、
正
常
分
娩
を
想
定

し
た
分
娩
比
較
表
が
資
料
と
し
て
提

出
。
現
在
の
乗
数
を
「
１
．
２
」
か
ら

「
１
．
５
」
に
引
き
上
げ
、
時
間
内
分

娩
料
を
７
万
２
０
０
０
円
か
ら
９
万

円
。
時
間
外
分
娩
料
を
８
万
４
０
０
０

円
か
ら
１０
万
円
、
深
夜
分
娩
料
を
９

万
４
０
０
０
円
か
ら
１１
万
円
に
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

市
立
川
西
病
院
の
平
均
分
娩
料
４３
万

１
７
０
円
が
平
均
５１
万
４
８
０
円
と

な
り
平
均
約
８
万
円
の
増
額
で
す
。
分

娩
の
状
況
に
よ
り
深
夜
に
な
れ
ば
さ
ら

に
料
金
が
追
加
さ
れ
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

市
は
、
全
国
平
均
、
公
立
病
院
、
近

隣
市
の
分
娩
料
と
の
比
較
を
示
し
、
現

状
の
ま
ま
で
は
、
病
院
が
出
産
を
受
け

る
た
び
に
収
支
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
分

娩
料
を
改
定
し
、
収
支
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
分
娩
料
改
定
の
正
当
性
を
述

べ
ま
し
た
。 

出
産
を
経
験
し
た
当
事
者
の
多
く
が

「
出
産
費
用
が
高
く
、
出
産
一
時
金

４２
万
円
で
は
賄
え
な
い
。
出
産
後
も

そ
れ
以
上
に
お
金
が
必
要
と
な
り
、
せ

め
て
お
金
に
不
安
を
感
じ
ず
出
産
に
臨

み
た
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

 
 

政
府
の
国
際
調
査
で
も
日
本
は
国

民
の
過
半
数
が
「
自
分
の
国
は
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
や
す
い
国
だ
と
思
わ
な

い
」
と
答
え
た
唯
一
の
国
で
す
。
そ
の
理

由
は
、
教
育
費
が
高
す
ぎ
る
こ
と
、
雇

用
が
不
安
定
な
こ
と
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が

な
い
こ
と
な
ど
で
す
。
教
育
費
が
完
全

無
償
で
、
親
の
働
き
方
が
安
定
し
て
い

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、9

7

％
が
「
自

分
の
国
は
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す

い
国
だ
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
の

と
対
照
的
で
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
国
の
責
任
で
妊
娠
・

出
産
に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
出
産
一
時
金
の
金
額
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
、
川
西
市

議
会
と
し
て
も
全
会
一
致
で
出
産
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
し
ま
し
た
。 

 

川
西
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
は
、
引
き
続
き
医
療
法
人
協
和

会
・
指
定
管
理
者
が
行
い
ま
す
が
公
立

病
院
に
変
わ
り
な
い
は
ず
で
す
。 

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
過
や
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
へ
の
影
響
等
で

物
価
が
高
騰
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
止

ま
ら
ず
、
来
月
以
降
も
値
上
げ
が
さ
ら

に
続
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
ぜ
？
分

娩
料
を
増
額
す
る
の
か
理
解
・
納
得
で

き
ま
せ
ん
。
分
娩
料
増
額
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
で
す
。
市
は
、
指
定
管
理
者

と
協
力
し
地
域
で
安
心
し
て
分
娩
が
で

き
る
公
立
の
医
療
施
設
と
し
て
の
責
務

と
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。 

 

政
府
の
国
際
調
査
で
も
日
本
は
国
民

の
過
半
数
が
「
自
分
の
国
は
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
や
す
い
国
だ
と
思
わ
な
い
」

と
答
え
た
唯
一
の
国
で
す
。
そ
の
理
由

は
、
「
教
育
費
が
高
す
ぎ
る
こ
と
、
雇
用

が
不
安
定
な
こ
と
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が
な

い
こ
と
」
等
で
す
。
教
育
費
が
完
全
無
償

で
、
親
の
働
き
方
が
安
定
し
て
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
97
％
が
「
自
分
の
国

は
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
国
だ

と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
の
と
対
照

的
で
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
国
の
責
任
で
妊
娠
・

出
産
に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
出
産
一
時
金
の
金
額
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
、
川
西
市

議
会
と
し
て
も
全
会
一
致
で
出
産
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
し
ま
し
た
。 

 

川
西
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
は
、
引
き
続
き
医
療
法
人
協
和

会
（
指
定
管
理
者
）
が
行
い
ま
す
が
、
公

立
病
院
に
変
わ
り
な
い
は
ず
で
す
。 

私
は
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
過
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
へ
の
影

響
等
で
物
価
高
騰
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

が
止
ま
ら
ず
、
来
月
以
降
も
値
上
げ
が

さ
ら
に
続
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な

ぜ
？
分
娩
料
を
増
額
す
る
の
か
理
解
、

納
得
で
き
ま
せ
ん
。
分
娩
料
増
額
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
す
。
市
と
し
て
、

指
定
管
理
者
と
協
力
し
地
域
で
安
心
し

て
分
娩
が
で
き
る
公
立
の
医
療
施
設
と

し
て
の
責
務
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

強
く
求
め
ま
し
た
。 

（最
終
本
会
議 

賛
成
多
数
で
可
決
） 

分娩費用助成 補正予算７００万円追加 

 この９月から川西市総合医療センターの分娩料が

増額するため経過措置として市民の分娩にかかる支

払額を引き下げるために増額分の一部を市が負担し

ます。 

＊対象者 

①出産する者が市内在住または、出産する者の親が川西

市内に在住する場合（親元出産） 

②川西市立総合医療センターで出産し、普通分娩の場合

（帝王切開、無痛分娩は対象外） 

①と②両方の要件を満たす者 

＊助成期間 

２０２２年９月から２０２３年３月末まで 

＊助成額  一律４万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産育児一時金の増額を求める意見書 

全会派一致で可決し国に提出 

 

国の負担により、出産費用を賄える水準に

出産一時金を引き上げること 

（現在の出産一時金は、４２万円） 

初
診
時
選
定
療
養
費 

再
診
時
選
定
療
養
費
の
増
額 

 

医
療
機
関
の
機
能
分
担
の
推
進
を
目
的
と
し
て

初
診
時
選
定
療
養
費
、
再
診
時
選
定
療
養
費
が
厚
生

労
働
省
に
よ
り
制
度
化
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
義
務

化
さ
れ
、
紹
介
状
を
持
参
せ
ず
に
受
診
し
た
場
合
、

通
常
の
診
療
費
の
他
、
初
診
・
再
診
に
選
定
療
養
費

を
患
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。 現

在
、
市
立
川
西
病
院
で
の
初
診
時
選
定
療
養
費

が
消
費
税
を
含
め
て
５
千
円
か
ら
７
千
円
。
再
診
時

選
定
療
養
費
は
２
千
５
０
０
円
か
ら
３
千
円
に
１０

月
１
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
す
。
救
急
医

療
事
業
、
周
産
期
事
業
等
に
お
け
る
救
急
患
者
な

ど
、
初
診
時
、
再
診
時
の
選
定
療
養
費
が
発
生
し
な

い
場
合
が
あ
る
と
は
言
え
、
今
回
さ
ら
に
患
者
負
担

が
増
え
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
２
０
２
１

年
度
の
市
立
川
西
病
院
の
初
診
時
選
定
療
養
費
が

８
０
３
万
円
、
再
診
時
選
定
療
養
費
は
０
円
。
一
般

外
来
患
者
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
が

一
定
定
着
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 
 

今
回
の
改
正
は
、
紹
介
状
な
し
に
外
来
に
か
か
っ

た
場
合
、
診
察
料
の
一
部
を
保
険
給
付
か
ら
除
外
す

る
こ
と
に
な
り
、
診
療
報
酬
と
増
額
し
た
選
定
療
養

費
が
同
じ
額
で
す
。
結
局
、
保
険
給
付
か
ら
外
し
た

分
を
そ
の
ま
ま
患
者
の
自
己
負
担
に
上
乗
せ
し
、
病

院
側
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
も
な
く
患
者
の
負
担

が
増
え
る
だ
け
で
す
。
ま
た
、
診
療
所
等
に
よ
る
紹

介
状
の
発
行
に
も
お
金
が
か
か
り
、
何
れ
に
せ
よ
、

患
者
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
お
金
の
心
配
で

医
療
を
受
診
す
る
こ
と
を
た
め
ら
い
重
症
化
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
反
対
で
す
。 

（最
終
本
会
議
・右
記
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
） 

 


